
人工気象器を用いたコマツナ栽培

二段階溶出法による下水汚泥灰からのリン回収
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研究の目的、概要、期待される効果

リンは、農業や工業など幅広い分野で利用
されており、我々の生活に欠かせない元素で
す。しかし、近年、リン鉱石の枯渇が問題視
されており、国内での長期的かつ安定的なリ
ン資源の確保が課題となっています。そこで、
利用可能なリン資源として注目されているの
が下水汚泥灰です。下水汚泥灰からリンを回
収し、再利用する技術の開発は、リン資源の
確保および埋立地不足の解決の両面において
有用です。
本研究では、下水汚泥灰から酸溶出、アル

カリ溶出を組み合わせた二段階溶出法により
リンをヒドロキシアパタイトCa5(PO4)3(OH)
として回収した後、ヒドロキシアパタイトを
塩酸および硫酸の2種類の酸に溶解し，他の必
須元素についてはホークランド培地に基づい
て添加することにより液体肥料(植物水耕培養
液)を作製しました。この液体肥料を用いて、
人工気象器内で作物（コマツナ）を育成した
結果、既存の肥料と同等以上の生育効果を確
認しました。速効性がよく、水耕栽培に効果
的な液体肥料という点で、ハウス栽培や植物
工場等への応用が期待できます。
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下水汚泥からの副産リンの新しい効果的な活
用法に加え、植物に合わせた塩類を使って肥料
を作製している点、速効性がよく、水耕栽培に
効果的な液体肥料という点でハウス栽培、植物
工場にも有効です。
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